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まえがき

ECAの活動についてはすでに本誌 1巻4号において

多田図書資料部員が解題を試みたことがあるが，本科』は

その追補ともいうべきものである。

本年2月，ECAは第1回総会の行なわれたエチオヒ

アのアジス ・アペパにおいて，その 3度目の総会をむか

えた。 ECA0)誕生は1958年の4月であるから，わずか

3カ年を経ているにすぎない。第 1回総会は同年の12月

より翌年の 1月にかけて開催され，第2回はモ ロ＇）コの

タンジールで開かれた。 ECAo)誕牛以来まだこのよう

にきわめて日が浅い。しかしそれにもかかわらずアフリ

力をめぐる諸問題の解決とその経済開発に果たした役割

はきわめて大きいものがある。 ECAがいかに強大な機

関になったかはのちに述べる活動計画をみてもうかがえ

るが，それは構成国の変造をみても知ることができる。

第 1回総会は16カ国によって開催された。しかしこの

うちべ）レギー，フランス，イタリア， ポル トガルおよび

スペインといった ヨーロ ’ノパ諸国と南ア連邦， アラ プ共

和国を除くと ，純然たるアフリカ諸国はエチオピア，ガ

ーナ， リペリア， リビア，モ ロッコ，スーダンおよびチ

ュニジアの 7カ国にすぎず， しかもそのうちサハラ 以南

IIO 

の活動とその資料

のいわゆるプラソク ・アフリカといわれるのはガーナと

リベリアの 2カ国にすぎなかった。それが第 3同総会に

は加開国は31カ固となり ，カメルーン，中央アフリカ共

和国，チャ ド，コン ゴ（ブラザビル），コンゴ（レオポル

ドビル），ダホメ，ガボン，ア イボリー ・コースト，マダ

ガスカ）レ，セネガル，ニ ジェー）レ，ナイジェリア，マリ，

ソマリア， トーゴおよびオー ト・ボルタを新加附国とし

てむかえるにいたった（イタリアは信託統治令~i ソ マ リア

がソマリ ーとして独立したのでECAを脱退している）。

これら多くの新加盟国はアフリカの年といわれた1960年

を通じて独立を達成し，今日 ア フリカの独汀•国は28 カ困

に達している。

この経過をみると，確かにアフリカは植民地体制から

解放されたc だがアフ リカしま依然として多くの問起をか

かえて混迷している。その主要な問題は独立を真1こ意義

あらしめる経済的独立という ことであろう 。またそのI節

報を逐次排除していくことこそ目下アフ リカ諸国の1仮面

している最大の問題である。

第 3回ECA総会はこの問題解決の略実なり！程標とし

て開催されたものであり， 1只CAの役割は経済開発を中

心に経済 ・社会問題と取り組むアフリカ諸国を援助する

とと もtこ，アパス ECA事務局長のいうように賭外国か

らの経済援助を拡大させることであった。この経済援助

の拡大こそ第2回総会以後の ECAの最大の活動であ

り，第 3回総会を特色づけた 1つの業誤とされているc

次にこのような状況のもと で開かれた第 3回総会経過

を追ってみよう。

会議は上記31 カ国の代表と 8 準加盟国一―—バス ト ラン

ド，ベチュアランドおよびスワジランド (3地域 1グル

ープとして）， ローデシ ア・ニ アサランド連邦， ガン ビ

ア， ケニアおよびザンジパル(2地域 1グ）レープとし-C)，

）レアンダ ・ウルンジ， シェラレオネ，タンガニカおよび

ウガンダーー と多数のオブザーパー （日本， アメリカ，

ソヴェ ト，プラジル， イタリ ア，カナダおよびインドな

ど22カ国，および多数の国連専門機関と諸国際機関）の

参加のもとに 2月6日より 18日1'こかけて開催された。

議題として次の諸問題がとりあげられた。
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J 社会開発 (social aspects)を含むアフ リ・J-)経済の

現状と動向

2 ヨーロ｝ ハ経済統合化がアフリカ経済におI：ぼす

影響

3. アフリカに対する国際援助

4. 賓源，産業および迎輸

5. 村落開発 (communitydevelopment) 

6. アフリカの統計調壷

7. スタッフの森成

8. 活動計画

これらに関する討議を通じて改めて認識されたこと

は，第 1にアフ リブi経済が依然として農業部門に依存し
ているということである。全アフリカ人口の70％以上が

農業に従事し，そのうちサハラ以南アフリカの全股業生

産の過半以上が自家消費とされる。このことは同地域の

普通農家は自家消費用以外に非農家 1戸以下に食料を供

給することになる（この比率，すなわち農産物の商品化

はしだいに増加 しているが）。これに対して先進国の普

通殷家は自家以外に約1.0戸から2(）戸の非農家を投いうる

生産が可能である点からみて，いかにアフリカの農業生

産が低いか明らかである。 また この現状がまたアフリ カ

を釦和こ しているゆえんである。さらにアフ リカ経済0)

農業部門への依イf：性としてアフリカ経済の特徴である特

産物経済をあげねばな らない。 これらの特産物す校わち

第1次生産品はアフリ カの主要輸出物となっており， こ

れは国際市場の変動によってすこぷる影響を受けやす

く，アフリ カ経済発展の1障害と なるものと考えられてし、

る。この節得を除去することがアフリカ経済の発展にと

って最も必要なことであり，そのためECA総会はこの

問題について種々討議を行なったのち，事務局長に対し

て価格安定の諸方策を実施するためすみやかにそれら諸

方策を検討するよう要諮した。

次に経済問題と並んで重要な談題であるI旦．i|際援助につ

いて，総会はアフ リ カ諸国ばその経済I~砂発のためよりい

っそうの国際的な財政的 ・技術的援助を必要とする こと

を表明し，さらにいかに外国援助が必要とはいえそれは

あく までもアフ リカ諸国の経済的解放に役だつものでな

ければならず，またあくまでも国家の開発計両を実現さ

せる手段である べき• ことを宜召した。

援助にはもともと多辺的なものと双務（二国間援助）

的なものとがあり，双務的援助の必要性は依然として失

われていないが，大国の援助には束縛が伴いがちで，こ

れに対する反対も大きい。また多辺的援助ぱ好ましいも

のであるが額が限定されるきらいがある，、したがってア

フリカ諸国は｀アつリカの経済開発を促進させるために

：ま政治的拘束を伴わないまた被援助国の主権を侵害しな

い援助，すなわち国連の）レー トを通じた援助を望ましい

ものと考えた。このためECAはアフリ カを対象とする

長期かつ低利のクレジ ット機関である国際開発銀行の設

立を必要と考え，事務局長に対してア フリカ国際開発銀

行（世界銀行のアフリカ版と考えられるもの）設立につ

いてその可能性を検討すべき ことを要請 した。

今次総会ではこれらの問題を中心としてさまざまな提

案が行なわれたが，総会討謡からみた傾向といえるもの

は， 国辿地域委員会を強化し，さ らに特別基金，経済社

会局および技術評議会などの固連諸機関と密接な関係を

保ちつつ国述よりの援助を強化すること，またアフリ カ

人を貧困と文盲より救いだすためにアフリカをめぐる経

済的諸問題を根源的なものから解決しよ うということで

あった。たとえそれらの経済問姐が実際的に解決される

こと1まなかったとはいえ問題解決への じみちな活動はす

二ぶる、意欲的であ り苗極的なものであった。 このじみち

な討議を通じてアフリカに関する経済問閣の解決への足

がかりが作られ， さらに経済開発に閲する計画が立案さ

れたのである。 今回のECA総会の意義はこれらの問題

を解決するためのアフリカ語国の行動の統ーにあったと

し＇、われてし・ヽる。

I ECAの活動状況

ECA(}）実際の活動は事務局の構成ならびにECA(/）

活動計画を通じて明らかにされる。 あわせてECA以外

の国連諸機関がどのような計画をもって活動しているか

も参考と してふれておくこと にしよう。

1. 事務局の構成

上記のような総会の活動は事務局による周到な準備に

より進められた。事務局は事務局長のもとに事務局長室，

調在局，産業， 連輸，天然資源局， 農業局， 村落翡発部

および行政，会議，—-般事務局があ り，職員は 105 名，

その うち42名は専門戦員である。

(1)事務局長室

(2)調査局

調査局は経済問屈，社会問題および統計問題を取 り扱

い， アフリカに対する国際経済援助， アフリカ経済の現

状分析，国際貿易，ア フリカの統計調査，統計技術の改

善と統計資料の広報活動を行なっている。

(3)産業，連輸，天然資源局

I I I 
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この局はアフリカの産業，運輸および天然資源の調祉

と実際の開発活動を行ない，活動計画は国連本部の経済

社会局との協諮によってとりきめられる。実際の活動は

後述する総会に提出したドキュメントによって知ること

ができる。

(4) ECA/FAO協同農業局

農業局は国際食糧農業機関との協同のもとに農業IJrl

発，農産物の分配と消投，牒業分野における技術援助と

種々の問題についての諮問サービスを行なっている。

(5)村落開発部

村落開発の調壺，立案に当たるもので， その活動は総

会提出資料を通じて知ることができる。

(6)行政，会謡， 一般事務局

こ の局は一般行政，会議の運営および•一般事務を取り

扱い，職員部，財政部，言語課，図書，記録係，秘書課，

タイビスト宰および資料複製，杞付係がある。

2. ECAの活動計画

第4回総会までの計画は Programme of work and 

priorities for 1961-1962 (E/CN. 14/87/Rev. 1)としてま

とめられ，事務局長より総会に提出 された計画案である。

今総会はこれを採択し， 目下開催中の国辿経済社会理事

会の決厳により正式に実行に移されるものである。その

決談案の概要は次のようである。

(1)経済，社会および統計計両

（イ）経済社会開発

(a)開発政策と計画において問題となる経済，社会

および開発技術問題の分析。

(b)経済開発のもたらす社会的障害と急激な工業化

および都市化よりおこる社会問題の研究。

(c)世界銀行および各種の開発資金供給機関がア フ

リカの経済開発に果たしている役割の研究。

(cl)商品価格安定に関して国内商品価格安定策の比

校分析と評価，ならびに国際的価格安定化活動の調

査。

(e)経済開発にしめる村落開発の役割と人的動員の

意義の分析。

（口）国際貿易，海外援助と投資

(a)西アフ リカ海外貿易の研究， ヨーロ ・ノパの地域

的貿易協定とアフリカとの関係の研究。

(b)海外援助に関してアフリ カヘの双務的 ・多辺的

経済援助に関する実状の検討。

(c)ヨーロ ッパ経済統合化の影御について特別委員

会を設け，調査，報告を行なう。
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い時事問題の調査と 分析

アフリカ経済報告 (EconomicBulletin)の作成と

出版（年 2同＼，

（二）統計

経済調査活動に関する惜報交換と統計技術の発展

ならびに統計調査の結果の出版。

(2)産業迎輸および天然資源

（イ）産業：産業計画の立案と個人企業の実態調査。

（口）運輸：経済開発の主要な手段としての迎輸問題0)

研究。

り天然資源：各国政府の行なっている水文学，地質

学，測地学および他の科学的資源調査に関する援助。

特に地下水開発の経済的 ・行政的諸問題の研究。

(3)農業

（イ）農業開発

(a)食糀および脹業分野における最近の発展とその

分析。

(b)農梁開発計画に関して農業開発および農業牛産

性促進策の研究。

(c)森林資源の調査

（口）農業生産物の国内および而外市場の調査。

り農業経済，農業計画および農産物市場開発などに

対する各政府への技術援助。

(4)村落開発と関連部門の活動

（イ）国家村蕗開発計画の作成と村洛l州発機構および管

理に関する政府への諮問サービス。

（口）アフリカにおける村落開発の現状調査。

（I淋村落開発技術の都市地域への適用に関する研究。

（二）共同組合活動の現状と発展に関する研究。

(5)スタ ・ノフ設成

経済，統計，一般行政および企業経営の分野において

アフリ カ人の専門家を盤成するため現戦の経済学者およ

び統計学者を国連諸機関において再教育するほか，各分

野における専門家，技術者および熟練工を設成する。

3. ECA活動への他の国際機関の参加

アフリカの経済開発は個別的な援助とともに国際機関

の援助なくして行なわれえない。その援助を要請しかつ

具体化するのはECAの主要な任務であ り，実際ECA

は国連専門機関ならびに他の国際機関と密接に協同して

活動している。

(1) ILO（国際労働機関）

国際労働機関のアフリカにおける活動はtrainingacti-

vities,特に技術的・職業的狼成にある。 196li62年度の活
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動計画はエ員の技術的・戦業的養成，監督者の養成と労働

生産性の改善，農業技術者の養成，小企業および家内工業

の指導 共同組合職員の捉成，労働行政および労働者教

育，労務管理などであり， その資金は国連の拡大技術援助

計画より150万ドル，国連特別基金より220万ドルおよび

国述通常運用計画 (1961年にかぎり）からは13万2000ド

ルである。また ILOは1960年12月に開かれたアフリカ

の村落開発計画における家族， 児童福祉拡大に関する研

究集会に参加し， ECAと密接な関係を維持している。

(2)FAO（国連食糧農業機関）

アフリカにおける FAOの活動は農業部門の開発と村

落地域における生活水準の向上に向けられている。この

ためFAOは第 1に農業技術者の提成と第2に自給農業

を商品化農業に移行させその結果貨幣経済に移行させる

ことを目的としている。この活動はECAとの協同によ

って行なわれ， 国辿通常および拡大技術援助計画，特別

甚金，ユニセフおよび預北翡駐金 (Fundsin Trust)によ

ってまかなわれている。

(3)UNESCO 

急速に発展するアフリ カの経済 ・社会開発に関連して

教育問題をどう解決するかがユネスコの当面の活動目的

である。 このため教育制度の強化，特に小学校教員の義

成1’こ力を入れ， あわせて中学教育の遊価，高等教育機関

および技術学校関係者による経済開発への貢献と大学拡

充問題の研究集会および婦人問題を取り扱い，このほか

アフ リカ人の専門家の姓成と社会科学的・自然科学的な

アフリカ研究を行なっている。1961/62年度の資金は次

のとおりである。

国連通常計画 250万ドル

国連拡大計画 （約）400万 ドル

国連特別基金 （//)270万 ドル

ユネス コ緊急計画（予定額） 225万ドル

(4) ICAO（国際民間航空機関）

ICAOのアフ リカにおける主たる活動は他の機関と同

じく航空技術者の教育と狼成にある。その資金は国連の

拡大技術援助計画と特別基金による。 1961/62年度の活

動計画としてはガーナ，ギニア， リペリア，モロッコ，

スーダン，チ ュニジアおよびアラプ連合において航空技

術，管制の技術指尊をすることになっている。

(5) WHO（世界保健機関）

1961/62年度の活動計画は主として教育および雖成で，

資金源はWHOの通常予算，マラリア換滅特別基金，国

連拡大技術援助計画および他の特別資金である。 計画例

としてアレキサン ドリ ア， ウガンダ，モ ロッコ，チュニ

ジアにおける医科大学および大学院設置援助ならびに現

存研究所への援助，アフリカにおける医学教育会議の創

設，保育，産科教育などの援助がある。

(6)その他の機関

国際復興開発銀行（世界銀行）との関係は，同銀行は

アルジェリアおよびサハラのパイプライン敷設， コンゴ

（レオボルドビル）の農業，運輸，ケニアの農業モーリ

タニアの鉱山， スーダンの監業およびロ ーデシア ・ニア

サランド共和国に農業開発資金を貸し付けているほか特

別代表者をア フリカに派造しており，各国政府と連絡を

保ちつつ世界銀行の目的と活動のPRI'こつとめている。

なおタンガニカ政府とイギリスの要請に基づき世銀調査

団はタンガニカの経済開発を調査し報告している。

世界銀行のアフリカヘの借款は1960年までに 7億7190

万ドル以上にのぼり， 世界銀行の全貸付金50億6700万ド

ルの約17％にあたっている。アフリカヘの貸付金は， 月

叩 l)にみると迎輸（道路鉄道，船舶，迷湾，水路，航

空路およびバイプライン）関係に4億1800万ドル，その

うち鉄道開発に2億6000万ドル以上が支出されている。

そのほか産業，電力，通信，農林関係があり，運輸につ

いで産業開発が重要祝されている。国別の笠付高は南ア

フリカ， ローデシア・ニアサランド， コンゴ（レオボル

ドビ）レ）， モーリタ ニアが多い。

次に特別基金との関係は前記の各機関の資金源である

ことでもわかるが，特別某金事務局長は各地域委員会に

特別諮問機関設置についての援助と開発計画分野におけ

る重点的な調査を期待している。

以上のほかに国際電気通信迎合，批界気象機関および

国際原子力機関などがECAと連絡を保ちながらアフ リ

力開発のために活動している。

II 国連 ドキュメン トの解題

ECA総会は提出された ドキュメン トを中心として討

議を行なったわけであるが，このドキュメン トは事務局，

各委員会ならびに協同活動を行なっている国述諸機関が

懸案の問題について調査し作成したものである。このド

キュメントによってどのようなこ とが具体的に問題とな

っているかが知り うるわけである。こ こでは問題の背最

と討談を経たのちの決議にふれ， ドキ ュメントの性格を

いっそう明らかに したいと思う。

以下各問題について(1)アウトライン，（2）提出されたド

キュ メン ト，（3）決議の順に解説した。なおこれらのドキ
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ュメントはいずれも第2回総会以後に作成され，第 3回

総会に提出されたものである。

1. 社会開発を含むア フリカ経済の現状と動向

(1)この主題のもとで問題とされたのはアフリカ経済の

現状特に農業問題，庇品価格安定および社会開発であっ

た。アフリカ経済の特徴は貨幣経済に統合されていない

ー大村落地帯が依然として存在し， しかも伝統的な農業

形態は専門家の不足とあいまって農業生産性の停滞と低

所得の濫床となっていることである。また第 1次生産品

よりなる輸出構造はアフリカ経済をヨーロッパ諸国に依

存させ，あわせて連輸施設と通信手段の不備は国内市場

の狭少をもたらしている。また各政府の努力にもかかわ

らず依然として教育程度は低く ，環境衛生の欠乏とあい

まって経済開発の大きな悴害となっている。人口の増加

は経済成長を越えるすさまじさであり，人口の都市集中

もまた新しい経済的 ・社会的問題をひきおこしている。

要するにアフ リカ諸国もまた農業と工業のパランスをい

かにするかという問題につきあたっているわけである。

これらの問題を解決するために何よりも主ず沢本を必

要とする。費金源と しての国際扱助について，アフ リカ

諸国は国内貯答を刺激し賓本形成を助長するための もの

であることを強く表IIJJしているのである。

(2)（イ） Reviewof the food and agricultural situation 

in Africa: E/CN. 14/62. 15 p. 

FAOが第3回総会に提出した最近のアフリカ農業

生産，特に食糧生産の削加率，人口と食糀生産，生産形

態，農産物貿易，食糧供給および栄益に関する資料で，

アフリカの農菜食糧事情を知る手がかりとなる。なお

主要穀物の国別，年度別の生産高が示されている。

（口） Economicbulletin for Africa, Vol. I, No. I, Part 

A. Current economic trends: E/CN. 14/67. 131 p. 

前掲活動計画の一部として本年から刊行されたもの

で， A, Bの2編よりなり A編は最近の経済励向， B

緬は特殊問題， それに統計表よりなっている。まずA

緬は，（1）1)t界の経済事情としてまず工業国の経済動向

を論じ，次に第 1次生産品輸出国に与える工業国の影

饗にふれており ，（2）最近のアフリ カ経済の動向を取り

扱い， 一般的経済発展と愉出入状況をそれぞれ論じ，

(3)特定輸出商品（アフリカ地域の）を取り上げて生産

高，輸出巌国際市場価格および特定産物の輸出占有

度を明らかにしている。

特定産物は， コーヒ ー，ココア，穀物，砂糖，原綿，

植物油，油種 (oilseeds)，天然ゴム， ーシサル麻， 金，
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銅およびダイアモンドである。

B網は，（1）各通貨圏の下における各国の貿易•国際

収支および金融 ・銀行制度の変遷，（2）各地域の開発計

画と開発政策，（3）コンゴ（レオボルドビル） の独立前

と独立後の経済開発を分析している。

り Internationalaction for commodity,stabilization 
and role of Africa: E/CN. 14/68. 40 p. 

祁品価格の安定については，第2回総会で国内的な

安定化惜縦と国際的な安定策との二面において問題の

究明が要諮されたが，この報告はその後者すなわち国

際的側面からする分析を行ない，アフリカの占める位

闘と役割を明らかにしている。なおデータとして商品

別の世界生産星に対する割合が示されている。

（二） FAO report on EGA centre on land policy in 
East and Central Africa: E/CN. 14/69. 4 p. 

ECAはFAOと共同して，昨年10月ケニアとウガ

ンダにそれぞれ中央アフリカの土地政策に関する研究

センタ ーを開設した。この ドキュメン トはその報告雷

であり，土地に対する財産観念からの脱却を強調し，

経済の発追した国：＇こおいては土地は価値の保存として

でなく 生産嬰素と考えるべきであるとし， ECAはF

AOと共同して，（1）土地政策の分野における情報の調

整，（2）土地所有と土地政策の評価および調査の両者を

強化する必要があると報告している。

~-t~ Social aspects of economic development: E/CN. 

14/70. 19 p. 

この ドキュメン トはアフリカの経済開発が一般社会

にどのような影響を及ぼしたかについての研究報告で

ある。

第 1章はアフリカの経済開発の及ぼす社会問題とし

て，村落開発，都市化，住宅問題を論じ， 第2章は社

会開発研究についての提案と して，統計資料の収集，

経済変化のもたらす社会的障害，都市発展と住宅問題

などについて論じている。

り FAO/ECAAfrican livestocll and meat marlleting 

centre: E/CN. 14/104. 3 p. 

マーケ・ノトセンターはFAOとECAの主唱によっ

て作られたもので，その目的はアフリカの家畜資源の

増産と消費需要促進である。そのためには情報交換お

よび食肉市場の改善と促進が必要である と報告してい

る。

(3)決議

（イ） Economicand social development: E/CN. 14/L. 

アフリカの経済開発を促巡する手段と して労働の盤
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的 ・質的向上の必要性をまず強開している。つぎにこ

の問題に関連して，経済開発に動員されているアフリ

カ人のあいだに人種的差別の行なわれていることを追

憾として， その経済的・ 社会的背景およびその影饗I’こ

ついて研究を行なう よう事務局長1'こ要請したものであ

る。

（口） Internationalaction for commodity price stabi-

lization: E/CN. 14/L. 

アフリカ諸国の貿易は少数の特産品に依存し，この

特産品ば世界貿易市場にきわめて重要な役割を有して

いる。したがって価格変動要因の コントロ ールのため

にはアフ リカ諸匡の統一行動が必要であるが，さらに

国連および国連諸機関との協同のもとにアフリカの主

要輸出国が会議を開き，当問題解決の諸方法を購じな

ければならないとして，事務局長に対してその準備を

行なうよう要諮したものである。

2. ヨーロッパ経済統合化がアフリカ経済におよぼす影

響

(1)1958年にEEC（欧州共同市場）が発足し，さらに

石炭鉄鋼共同体，原子力共同体の発足とあいまって， こ

の三者を連ねる欧州共同体の建設は軌道にのってきた。

さらにEECに対抗してEFTA（自由貿易連合）が結

成されたが，その開主イ ギリスがEECに加入しようと

している現在，いっそうアフリカ諸国に対する影響は複

雑となっている。

そこで問閣となるのはEECの連合国側と EFTA側

の調整である。 EEC側のアフリカ諸国は農産物輸出に

特恵関税を認められ，加えて西ドイツ市場への輸出も有

利である。他方イギリス側は英連邦内において特恵を受

けているが，ガーナのココ アのように主としてヨ ーロッ

パ向けの ものは非常に不利な立場1、こなる。この間の調整

と，またイギリスがEECに加入することがどのような

影梱を与えるか （たと えばローデシア ・ニ アサ ランド連

邦のように有利になる国もある一方，ガーナのボーキサ

イトのように不利になる場合もある）が問題となる。さ

らにヨーロ・ノパの経済統合化に対応して， アフリカ地域

内に共同市場および地域的関税同盟を設立し，アフリカ

地域内の貿易を促進することが必要となってきた。これ

らの諸問題をどう解決するかが現在アフリカ諸国の共通

の問題と して提起されている。

(2)（イ） Theimpact of Western European Integration 

on African trade and development; EJCN. 14/72. 

101 p. 

このドキュメントはEECおよびGATT事務局の

協力のもとに作成されたもので，昨年10月までの統計

資料を利用して第 1章は西ヨー ロ・ノパ経済統合の最近

の動向を，第2章ではヨーロ ッパ経済共同体がア フリ

カの貿易に及ぼす影響を分析し， 第3章では西ヨ ーロ

ッパ統合がアフリカの域内貿易および工業化に及ぼす

影勝を論じている。この問題についての第 1次報告湛

ということができ よう。

（口） Informationpaper on ・recent d仰 elopmentscon-

cerning West European economic groupings: E/CN. 

14/72/.Add. 1. 6 p. 

これは前記ドキュメントの1960年第4.四半期の補

足的報告である。 ョーロ、ノパ聞発賓金のアフリカヘの

地域別・目的別貸し付け額が示されている。

り Reportof the ad hoc committee of government 
representatives on the impact of Western European 

economic groupings on African economies: E/CN. 

14/100. 16 p. 

本年1月23日より30日にかけてアジスアベパで開か

れた13カ国（ベルギー， コンコ＜ レオボルドビル＞，

エチオ ビア，フランス，ガーナ， リベ リア， マリ，ナ

イジェリア，スーダン，チ ュニス，南ア追邦， UAR,

イギリス）と郡加附犀（西ドイ ツ， オラン ダ， 日本，

ソヴェト， アメ リカ， IBRD)よりなる特別委員会の

報告書である。まずアフリ カに影替を及ぼしている西

ヨーロッパ経済統合の発逹， アフ リカの？毎外貿易に対

するローマ条約の影評およびアフリ カの工業化と域内

貿易に対するョーロ ;,1f統合の影鰐に1災jする一般報告

がなされ， ECAとEECの間に密接な仕事の連携を

確立することを勧告し， さらに工業関係のみならず運

輸，通信，関税行政．教育関係にも芯應 を払うべきこ

とを示唆している。

(3) 決議

（イ） Standingcommittee on trade: RES/28. 

ョーロ・・，バの経済統合化がアフリ ｝］経済に及ぼす影

闊は大きく，これに対抗してアフリ カの地域的貿易を

促進させることを強調し，そのためECAの中に貿易

に関する常任委員会を設けることを決定 した。

（口） Effects of economic groupings in Europe on 

African economies: RES/31. 

総会は事務局長に対して次の2つの勧告を行な っ

た。 (a)ヨーロッパ経済統合化がアフリカの貿易に及ぼ

す継続的および一時的影饗・こついてたえず胴査し，か

つ加盟国と部加盟国に対して報告すること。 (b)アフ

リカの工業化を持続しうるに足るアフリカ地域市場の
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設立について，その方法および手段を研究すること。

3. 国際援助

(1)ヨーロッパからの経済援助は依然としてアフリカの

繁栄と生活水準向上の主たる源泉である。しかし私的投

資は政俯不安定のア フリ カ未開発国に投下されにくい。

したがって国際機関を通じての援助がしだいに増加して

きた。 1956年にはアフ リカヘの国連通常技術援助は全世

界の8.6%, 60年には15.9%，さらに6l~G2年には29％に

逹するであろうといわれている。 金額I’こして2100万ドル

にのぼるとみられる。

しかもなおアフリ カの経済開発をまかなう援助要請額

にはほど遠い。 このためECAはその拡大に最大の努力

を傾けている。第2回総会においては，経済援助および

技術援助に関して種々のリ ボートが提出され，アフリカ

への国際諸機関からの援助の実態を調査してきた。この

たびもアフ リカに対する国際諸機関の援助の実態調森と

援助拡大への具体的捉案を行なっている。

（イ） WorldMeteorological Organization technical as-

sistance activities in Afrim : E/CN. 14/105. 3 p. 

アフリカにおける世界気象機関の技術援助活動とそ

の活動計両を述べたらので， WMOOJ1961~62年間の

これに関する拡大技術援助計画の各国別餃金と活動計

画が示されている。

（口） Technicalassistance to the African countries by 

the International Telecommunication Union: E/CN. 

14/106. 3 p 

国際電気通信辿合の活動および活動計画が記され，

それに関する表がある。

り Informationpaf>er on technical assistance to 

countries and territories of the ECA region under 

the Expanded and Regular programmes: E/CN. 

14/77. 24 p. 

この報告書はTAB（技術評議会）の作成になり，

1960年度の拡大技術援助計画に参加した国連諸機関が

アフリカで行なった技術援助の内容である。第 1章は

概説を行ない，第 2章において部門別，国別の援助活

動をあげている。 付属表として次の ものがある。

(1) Cost of field programme in Africa (1959-

1961/62) 

(2) Expert's assignments in Africa (1959—1961/62) 
(3) Fellowships awarded to countries and territories 

in Africa (1959ー1961/62)

（二）Informationpaper on the procedures for accession 

to the CATT and the advantages for less-de-

veloped countries: E/CN. 14/61. 11 p. 
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事務局長がGATT未加入のアフリカ諸国に提出し

た鎚え書きで，加入手続き，GATT加入の後進国へ

の利益，不利益を説明している。

困 Technicalassistance of the International Bank 

for Reconstruction and Development in Africa: 

E/CN. 14/73. 2 p. 

世界銀行の活動報告で調壺使節団の派辿，援助計画，

開発制度，尊門家義成計画についての説明である。

り International economic assistance to Africa : 
E/CN. 14/88. 35 p. 

ECA総会が経済社会理事会に提出した報告で，第

1章は1957年7月から59年6月に至る間アフリカに対

して行なわれた国際援助の実態に関する報告，第2章

は多辺的援助の最近の動向が述べられ， IBRD,IFC, 

国連技術援助計画， 諸特殊機関および国際辿合児窟基

金の計画表と国別 ・資金別の表がある。第 3章は最近

の双務的援助の動向として，フランス，ソヴェ ト，イ

ギリスおよびアメリ カの援助プロジェ クトならびに援

助資金について述べられている。

(3) 決議

（イ） Establishmentof an African Development Bank: 

RES/27. 

ECA総会は， アフリカ語国の経済開発を促進させ

るためなおいっそうの国際援助を必婆とする旨を表明

し，従来の援助に加えて長期かつ低利のク レジッ トが

要望される。その具体的構想として，地域をアフリカ

のみに限定した国際銀行すなわちアフリカ開発銀行が

ある。総会はECA事務局長に対してアフリ カ開発銀

行設立の可能性を検討する よう要請した。

4. 査源， 産業および運楡

(1)アフリ カが1止界経済において占めている地位は，熱

1特性農産物と鉱物の供給者ということである。しかしこ

の地位も1仕界の原料品愉出額の 4％を占めているにすぎ

ない。 しかしアフ リカの滑在的農鉱資源はきわめて豊か

であり， 開発の可能性も大きく， したがってアフリカ経

済の前途はすこぶる有望であるといわれる。

他方開発はまず交通からはじま るといわれるが， アフ

リカにおいても愉送機関の整備はあらゆる農鉱資源開発

の生命線とみられている。第2回総会では，経済開発と

くに工業化を進めるに先だちまず正確な資源調査が要望

されたのであるが，今次第 3回総会においても重ねて資

源調査の必要が強調されたのは資源開発の重要性と困難

を物陪っている。

(2)（イ） Transportproblems in relation to economic 
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development in West Africa: E/CN. 14/63. 125 p. 

このドキュメントは主ず述輸の重要性を強調しつ

つ第1章は迎輸叫発の基本的要因として自然状態，政

治的区分（自然地理的区分と政治上の区分の問題）お

よび経済構辿を論じ，第2章は西アフリ カの運輸企業，

第3章輸送コスト，第4章迎愉行政，第5草は迩輸行

政の実際的問題最後に結論として述愉開発がアフリ

カ経済に与える影紐累汀 及している。

（口） Concertedaction on transportation in the African 

region: E/CN. 14/94. 3 p. 

経済開発の巡むにしたがいアフリカ語国内の迎愉間

題の調整および統一•化が必要となった。あわせて経済

計ji_fijの一環として，諸国家は迎輸諸政策の規格化を要

訪した。アフリカにおける運諭の特徴は各国問に辿携

がなく 孤立化していることであり，域内貿易の発展と

i産業促進のためにはまず統一化が必要な手段であるこ

とを強調している。このにめ祖ず四アフリカと東アフ

リカに地域的運輸網を作ること，第 2に上記の間題を

検討するため各国の政府代表と ECA事務局長との間

に作業部会を作るよう捉案したものである。

（吋 Transportproblems in relation to economic de-

velopment in West Africa: EJCN. 14/63. 10 p. 

西アフリ カ地域の迎餘に関する地図集である。ガン

ビア（道路），ガーナ（追路），アイボリー ・コースト

（逍路と鉄道）， リベリア（道路），ナイジェリア（道

路）， シエラレオネ（道路）およびトーゴ（迫路と鉄

迫）の各国が収められている。

（二） Resources,industry and transport (Presented by 

the representations of the International Civil 

Aviation Organization): EJCN. 14/107. 7 p. 

lCAO（国際民問航空檬構）のアフ リカにおける活動

を述べたもので，民間紺虚運輸がアフ リカ大陸開発に

呆たした役割を強調している。 ICAOの技術授助計画

は主として技術指磁に向けられており，これはその現

状およびICAOの援助計画1こ闊した報告である。

(3)決談
（イ） WestAfrican transport conference: RES/32. 

総合的なアフリカ鉄近網の必要と，それがアフ リカ

域内貿易促進に不可欠のものであることからまず第 1

段階として運輸網0)拡大と交通管制の規格化に関し，

西アフリカ諸国が会識をもって検討するよう事務局長

に要諮した。

（口） Studyof natural resources: RES/34. 

アフリカの経済開発にはまず正確な天然資源の利学

的調査が必要であることを述べ，事務局長に対して

UNESCOおよびFAOと共同して天然資源調査の

研究を行なうよう要訥した。

~i Development of the energy resources of the 
African states: RES/33. 

アフリカ諸国の資源，特に水力資源についての決議

である。水力資源開発は工業化促進に安い動力源を供

給するものであり，他方エネルギー狡源の開発はアフ

リカ諸国と先進工業国とのギャップを縮少し，かつ世

界経済の発展とアフリカ諸国の社会発展に役だつもの

であることをうたって，まず水力資源開発の組織的調

査を行なうことを要訪したものである。

に） Study on East African transport problems: 
RES/35. 

総会は，域内貿易と産業の発展のために東アフリカ

の連愉問屈を研究し次期総会に報告すべきことを事務

局長に要詰している。

5. 村浴開発

(1)村落開発は経済開発と資本形成にとっても重要な意

義をもっている。そこで村落聞発に関連して，社会偏祉

および村落開発計画における社会的側面と経済的側面の

均衡の維持がまず考えられねばならない。さらにこれに

閲辿してインフォメーション・メデアおよび共同組合な

ども研究を要する問題である。

前総会においては村落1姐発研究者集会の報告があり，

同報告は，急速な経済開発が人間関係に及ぼす大規模な

変化をできるかぎり少ない不安と苦痛で達成させるた

め，国家的規模での計画と国際的援助が必要であること

を独調した。

(2)（イ） Communitydevelopment in Africa: report of 

United Nations study tour in Ghana, Nigeria, 

Tanganyilza and United Arab Republic: (Oct. 15-

Dec. 3, 1960) E/CN. 14/80. 26 p. 

ECAおよび国連社会委員会の調在旅行団の報告書

であって，村落開発の 目的，方法，機構について報告

している。

（口） Enquiring into community development in 

Uganda, prepared by V. L. Griffith: E/CN. 14/81. 
86 p. 

著者はEGA事務局長の要諮I.、こ甚づき またウ ガンダ

政府の同謡をえてウガンダの村落開発活勁の調査およ

びその評価を行なった。これはその報告需である。祖

ずウガンダ0)概説と脆史さらに地方行政機構および，話

機構の役割を述べ，村落開発局のI談且，財政，開発計
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画， 婦人問題などについて論じ勧告を行なっている。

(,~ A summary statement on the present state and 
progress of the study on the co-operative move-

ment in Africa: E/CN. 14/82. 3 p. 

ECA事務局長はアフリ カの共同組合運動を研究す

る顧問を指名したが，これは同顧問の研究項目の紹介

である。おもなものでは，経済開発に対する共同組合

0)貢献および共同組合発展の10カ年計画などがある。

（二） Economica叫 sociald仰 elo炉nent:E/CN. 14/95. 

10 p 

第 1回総会において総会は事務局長に対し経済社会

開発の方法に閲して勧告をした。このドキュメントは

それに関する専門家会議の報告書であり ，技術会議，

スタッフの森成，諮間槻I渕について新たな提案を行な

っている。

(3)決誠

（イ） Establishmentof a standing committee on social 

welfare and community development : RES/36. 

国家の開発計画における社会開発と経済開発の均衡

の維持はさわめて重大である。総会はこのため当該Itil

題を研究する'iit任委員会の設立を要請 した。

（口）Comnumitydevelopment and general development: 

RES/37. 

総会は村洛開発と経済開発に関連して，経済叫発計

画における村落淵発の調整をはかるため組枇的な研究

を行なうよう事務局長に要可'iしに。 同（d|究報告は次期

総会に提出される。

6， 統計調壺

(1)経済開発の進展に件い，開発計画(/)立案および1玉l'rl，；

の実態調査にとって統，；―｝は不iiJ欠のものと考えられてき

た。そこでアフ リカ語国は統，1-I技術の発展とまた統計技

術者の盗成に力をいれ，かつ9アフリ カ諸国間の統計分野

における協力を深める努力を直ねている。

前総会においては，第 1回アフリカ統計学者会議の報

告が提出され，統計発展の経過および統計学的調査の大

要， 統計活動計画および専門家の設成について種 の々報

告と提案を行なった。今総会は，開発計画が適切な統計

デー タによ ってたてられることを強調し， さらに各国攻

府は統計の発殷を優先的に取り扱うべき ことを勧告して

いる。

(2)（イ）Progressreport on the statistical survey of 

Africa : E/CN. 14/83. 14 p. 

アフリカ統計委員会の活動報告で，事務局長と各国

問の協議内容と， 1960年の間に実行された地域協力計

II8 

画，人口調査技術研究旅行および人口調査の技術指嫁

について述べている。

（口） Reportof the working group on the uses of na・

tional accounts in Africa: E/CN. 14/84. E/CN. 

14/NAC/4. 

アフリ カの国民経済計算に関する作業部会は，第 1

回アフリカ統計学者会議の提案に甚づいて作られたも

のである。 このドキ ュメントはその報告書で，第2章

は短期• 長期計画のための国民経済計算の利用 ， 第 3

章は国連の Nationalaccounts questionnaireの改；汀，

国民経済計鈴使覧の紬はなどについて具体的な提案が

示されている。

付属表と して， A minimum system of national 

accounts for use by African countriesがある。

~~ Draft bibliography of African statistical publi-

cations: E/CN. 14/65. 190 p. 

この draftbib.作成は ECA活動計画の1つであ

り，またアフ リカ統計学者会議の要望でもあった。 こ

れはECA事務局の資料を中心として 緬集 した もの

で， アフ リカの52の諸国および諸地域の各国別，主題

別のbib.である。これはアフリカ研究のため統計デー

タの収集1'こ璽要な手がかりとなるものである。

7. スクソフの狼成

(1)経済，社会および技術の各分野における専門家、およ

び熟練い）必痰は， 1姐発計画が進｝jとするにつれて・ますま

すその必要性が増大してきた。査本の不足とあいまって

人材の不足は開発にとって致命的な節害である。 したが

って諸国際機関との協同によるスタ ッフの養成はECA

の主要な役割となっている。

(2)（イ） Reportby Executive Secretary on action tal1en 

on. in service-training: E/CN. 14/85. 2 p. 

アフリ カ人の経済学名に対して国辿本部が行なって

いる実地教育およびその教育計画の報告である。

（口） Conferenceof heads of African universities and 

university colleges: E/CN. 14/86. 23 p. 

この会談IiECAの決議に基づき，経済分野におけ

るアフリカ人の盤成を主題として開かれたものであ

る。会談は咋年12月カールトンで開かれ，参加者はア

フリ カ各地の大学教授で，教育への投資 大学卒業生

と現職員の再教育，大学機関の寄与，および大学と政

府の競合関係について討議を行なった。これはその報

告書である。

り Summary of recommendations made by the 

Conference of university heads in Africa : E/CN. 
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14/86. Adel. I. 

上記会議の勧告概要である。勧告は24項目にわに

り，教育方針，教員簑成，教授釧目，教育設仙，図書

館についてとアフリカ各地の大学職員教育にあたる経

済学者の組椴を作ることなどである。

8. その他のドキュメン ト

上記のECA以外の，すなわち国辿総会および経済社．

会迎事会が取り扱った 1、キュメ ントの うらアフリカに1父］

係のあるものをあげる。 ・

（イ） Internationalcollaboration for economic, social 

anded認 ationaladvancement: A/AC. 35/L. 342. 

経済，社会および教育発展を取り扱った経済社会」阻

事会の研究報告と決議である。その第 2庫に地域協力

の問題と してアフリカ経済委員会第3回総会の活動な

要約している (p.23-30)。

（口） Socialaspects of urban development: A/AC. 

35/L. 335. p. 3-79. 

南アフリカ，中央アフリカおよび西ア フリカの住），片，

都市計画，環境術生，都rli労働者，戦染的 ・技術的教

育および社会福祉についての視状報併である。

り Socialaspects of rural development: A/AC.,l5/L・
336. ・ p. 3-83. 

東アフリカ，中央ア フリカ，南アフリカおよび西ア

フリカの村落開発1こ閃する各種の問題，すなわち土地

利用，移住， 農業共同組合，農業信用制度，住居，社

会福祉と村落開発の関係についての調査報告である。

これは「非目治地域からの惜報についての委員会」の

報告である。

（二） 1-1study of health services in Kenya: A/AC. 

35/L. 346. 40 p. 

ケニアの社会的背娯，疾病およびその治療の問題に．

ついての批界保健機関の報告である。 付屈表にケニア

の病院における患者のおもな病名とその患者数があ

る。

紺 Responsibilitiesand activities of the various or-

ganizations in the field of education and training in 

Africa (1961-62): E』3495/Adel. I. Annex. I. 46 p. 

国際述合，!LO,FAO, UNESCO, !CAO, WHO, 

ITU, WMO (World Meteorological Organization), 

IAEA (International Atomic Energy Agency)およ

び UNICEFなどのアフリカにおける1961~62年間の

活動計画に閃する報佐出である。ア フリ：りにおける国

辿謂機関の間発計画を知る好個の'ft料であるう。

（図 ；•lt 資料部安藤勝美）

東洋的専制

第1章水力社会の自然的背限

一 闘沢シリーズ第4集 ー一

カール • A ・ ウィッ ト フ ォ ーゲル著
井上照丸訳

ー一変化する！缶1然の中における人間の変化・水力社会の歴史的位骰・自然的背尿 ・洛在水力は現
実化されねばならないか？ ー一—

第2章 水力経済ー管狸者的な真に政治的な経済
ー一水力農業における分業 ・璽利水」：事と重工．業 ・肋の作成と天文学 ・水力社会に飢行的なその
他の建設活動・水力社会の支配者たし ・建設以外の大きな産業的事業の大；i1！分も水力的政府
によって管理された ・管理者的政権の襄の特性ー一 ・

第3章社会より 強力な国家
ー一国家と社会的指森力を競う 非政府勢カ ・ 水力国家の組肱カ ・ 水力国家の収取権力•水力的財
産 ・水力政権はその国の支配的宗教を自分に結びつける ・機能上の 3側面ー一

第4箪専11;1J権カー全体的に して（二慈なき
一令体的権カ ・乞食のデモクラシー・水力的専制―--

第5章 歪｛本的テロー全体的屈従ー全体的孤独
ーー全体的権力のもとの自主的な人間 ・統冶者の最適合理性を維持するにはテロが基本的で あ

る • 水力的専制の テロ ・ 全体的屈従 ・ 全体的孤独---
第6翠 水力的社会の中核 ・限界および曲限界

ー一暫定的中 11り とりまとめ • 水力的中核地域・水力的世界の限界 • 水力枇界の lli限界地柑· • tiltj疫
的分界をこえる社会 ・康洋的世界0)密度ハターン0)梢造と変化＿

第7学水力社会における所布型態
第8章水力社会における語階級
第9睾 アジア的生産様式理論の盛衰

エンゲルス一新旧0)単線型発展論は水力社会を無祝する ・マ）レクス レーニ ンはア ジア概念
を認めている ・真刑からの後退 ・アジア的生前様式理論抹殺の 3つの形式ー一

第1(）章転換する東洋的社会
ー一社会の類型および発展の基本概念・転換する水力社．会 ・アジアは何処へ？，四方礼会は何処
へ一人類は何処へ？ー一
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